
【様式 02】高大連携公開講座シラバス

＊科目 No． 25203

１．開設大学 安田女子大学（文学部） 開講場所
（キャンパス・施設）

本学

２．科 目 名
「日本文学科なら、会えばぜったい、すぐにわかる」

学問分野 番 号 １１ 名 称 文化・文学

３．担当教員 富永一登、藤村猛、川岸克己、宮岸哲也（文学部日本文学科）

４．開講期間（曜日）

開講時間

平成 29 年 8 月 2 日（水）～ 平成 29年 8月 3日（木）

1・3回目 10 時 40 分 ～ 12 時 10 分 , 2・4回目 13 時 00 分 ～ 14 時 30 分

（90 分×4回）

個別開講日
1 回目 8/2 2 回目 8/2 3 回目 8/3 4 回目 8/3

５．募集定員 50 人

６．科目内容・

授業計画

●第１回「短くて力強くて美しい言葉たち」 川岸克己准教授
あなたが日本文学科で何を学び、それをどう社会とリンクさせて行くことが

できるのかについてお話します。つづいて、担当者の専門である日本語学の分
野から、SNS などで使われる短い言葉の力についてお話します。短く研ぎ澄ま
された言葉の力について、俳句やキャッチコピー、そして SNS で使われる言葉
について、その仕組と魅力について一緒に考えましょう。

●第２回「春眠を考える」富永一登教授
「春眠 暁を覚えず」というのは、唐・孟浩然の「春暁」詩の第一句ですが、

「春の眠り」とは何なのでしょうか。「春眠」の語の誕生と解釈の変遷を考え
てみます。漢文を学び漢語の背景を考え、日本の言葉と文化への関心を高めま
しょう。

●第３回「あっぱれ日本語」宮岸哲也准教授
普段何気なく使っている日本語も、いろいろな外国語と比べてみることで、

あらためて、ユニークな点や優れている点？に気づかされます。高校の国語と
はまたひと味違った日本語の魅力に迫っていきましょう。

●第４回「『小説 君の名は。』の世界とその魅力を考える」藤村猛教授
「小説 君の名は。」は、時間と空間をこえて出会う、二人の高校生の物語

です。複雑な構造を持つ作品を読み、主人公たちの心情に迫り、作品の魅力を
味わいましょう。

７．受 講 料 無料

８．別途負担費用
（テキスト代・実習料等）

なし

９．開講条件※1

ない

① 最少開講人数（ 人）定員超過の不許可は選考により決定

② 不許可・不開講通知日
（7月15日(金)以前の開講科目は3月末まで／7月16日(土)以降の開講科目は6月末まで）

10．その他特記事項

受講者についての制限事項、事前に予習しておく資料･文献など特記すべきこと

女子に限る。

11．開設大学への

交通手段

http://www.enica.jp/

から開設大学のホームページにジャンプして確認してください。


